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超伝導量⼦⼲渉素⼦（SQUID)は、SQUID と磁気結合した⼊⼒コイルと検出コイルを超伝
導接続することで、静磁化を測定できる。ドリフトの問題を内在する SQUID を、ダイヤモ
ンドアンビルセル(DAC)を⽤いる⾼圧⼒実験で使⽤する際、いかにしてドリフト成分を排
除するかが問題となる。SQUID の簡単な説明から始めて、コイル振動型 SQUID 磁束計の
最近の成果までを紹介したい。 


